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旧三石温泉から三石海浜公園内に建立場所を移した高田
屋嘉兵衛碑の移設除幕式が行われました。
江戸時代に海運や漁業を成功させた高田屋嘉兵衛は、北

方交易の先駆者で三石町の開拓にゆかりが深い人物。碑は、
三石に住んでいた嘉兵衛の子孫が昭和２年に三石小前に建
立し、62年に旧三石温泉に移設していましたが、同温泉の
閉場で建立地に人が立ち寄らなくなったため、子孫一族か
ら碑の寄贈を受けた町は、海浜公園内に再移設しました。
移設除幕式には高田弘之さんら子孫など約２０人が出席
し、新天地での移設建立を祝いました。

高田屋嘉兵衛碑移設除幕式１１/２１

『地震防災セミナーｉｎ新

ひだか』が町公民館で開かれ

約１５０人が参加しました。参加

者は、阪神・淡路大震災の体

験談や家庭でできる防災対策

などの講演に熱心に耳を傾

け、防災意識を高めました。

地震防災セミナー
１１/２０

『三石老人スポーツ大

会』が三石中学校体育館

で開かれ、約３００人が参加

しました。参加者は、元

気なプレーを披露しなが

ら、スポーツを通して親

睦を深めました。

三石老人スポーツ大会
１１/３０

救命活動に対する感謝状贈呈１１/２３

　日高中部消防組合は、適切な救命活動で 尊 い命を
とうと

救った大釜陽子さん（苫小牧市）に感謝状を贈りま
した。
　８月９日、三石歌笛の実家に帰省中だった大釜さ
んは、近所のゲートボール場で７０歳代の女性が突然
倒れ心肺停止状態におちいった際、気道確保や心臓
マッサージを続けるなど迅速で適切な処置を行い
ました。大釜さんは「高齢者が多い地区なのでＡＥ
Ｄを設置してほしい」と話しました。

スポーツっ子を育てる！食育セミナー１１/２３

町教育委員会による食育セミナーが町公民館で開
かれ、北海道日本ハムファイターズ管理栄養士・柄沢
紀さんが「もっと強く！にこたえる野球ごはん」と題
した講演をしました。
キャンプ中の朝食バイキングでは、１軍選手やベテ

ラン選手が新入団選手に比べ、品目や量が多いことを
例に「１日３食バランス良くしっかり食べることが、
豊富な運動量とスポーツで成功することにつながる」
と話し、約７０人の参加者は熱心に耳を傾けました。
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『第４回日高管内こども

芸能祭』が町公民館で開か

れ、１３団体から参加した約

２００人の子どもたちが､バ

レエやダンス､和太鼓､民

謡などを元気いっぱいに

披露しました。

日高管内こども芸能祭
１２/２

『第３０回町民と隊員の

音楽の集い』が町公民館

で開かれ、陸上自衛隊第
７音楽隊や静内高校吹奏

楽部などが出演し、町民

ら約３００人が迫力のある

演奏に聞き入りました。

第３０回町民と隊員の音楽の集い
１２/８

　最強ダート王決定戦『ジャパンカップダート』（Ｇ
Ⅰ・１８００メートル）が阪神競馬場で行われ、片岡牧
場（静内豊畑）生産馬のニホンピロアワーズ号がＧ
Ⅰ初勝利を飾りました。
　ニホンピロアワーズ号は、３番手で４コーナーを
回ると、最後の直線で早めに先頭に立ち、残り２００
メートルを一気に抜け出し、３馬身半の差をつけて
１着でゴールイン。レース後、同牧場には続々と関
係者が訪れ、喜びと祝福の声であふれていました。

ジャパンカップダート制覇１２/２

世界の強豪が集まる『香港スプリント』（ＧⅠ・
芝１２００メートル）が中国香港のシャティン競馬場で
行われ、ケイアイファーム（三石川上）生産馬のロー
ドカナロア号が見事優勝を果たしました。
ロードカナロア号は、直線残り１５０メートルで先
頭に立ち、追いすがるライバルを突き放し、２馬身
半の差をつけて快勝。
日本馬の同レース制覇は初の快挙で、レース後、
同牧場では喜びと祝福の声であふれていました。

香港スプリント制覇 １２/９

第８回みついし牛枝肉共励会褒賞授与式 １１/２９

『第８回みついし牛枝肉共励会（みついし農協主
催）』の表彰式が同農協で開かれ、最優秀賞の五嶋
日出さん（新冠町）に表彰状が手渡されました。
共励会は、みついし牛の資質向上と銘柄確立を目
的に毎年開催。２８日に東京食肉市場で開かれた共励
会には、３６頭が出品され、枝肉の厚さや光沢、脂の
きめ細かさなどの審査が行われました。
五嶋さんは「最優秀賞は初めてなので、とてもう

れしい」と話しました。

日高中部消防組合三石消防団（高野久光団長）は
今年度の北海道消防表彰で、防火活動での功績をた
たえる表彰旗を受章し、酒井町長に受章の報告をし
ました。
同消防団は明治３９年に三石消防組として発足し
て以来、１世紀余りにわたり地域の防災活動や火災
出動などで尽力され、酒井町長は「この度の受章は
皆さんの精進のたまもの」とたたえ、高野団長は
「これからも地域の安全を守りたい」と話しました。

北海道消防表彰受章報告 １２/５


